
地域間幹線系統について、⽇頃から県と沿線市町
村で活性化の取組を検討・実施できるよう、中部
運輸局では、以下のようなツールを⽤意していま
す。
これらの各種ツールを活⽤しながら、地域間幹線
系統の関係者が活性化に向けた取組みを実施する
ことが求められています。

中部の交通圏
地域間幹線バスが地域で
役⽴つようにするために
地域間幹線系統分析シート

（次の項⽬を参照）

地域間幹線系統の検討ツール 地域間幹線系統分析シート

県と市町村が協⼒して路線の輸送状況や関係主体
の取組を「地域間幹線系統分析シート」として整
理しましょう。
中部運輸局では、輸送量が補助要件の下限に近い
系統（15 - 20⼈）や収⽀率が低い系統（25％以下）
について、関係者間で議論しやすいよう、シート
作成を推奨しています。シートを基に、バス事業
者、県、沿線市町村で情報を共有し、それぞれが
果たすべき役割について合意形成しましょう。

複数市町村にまたがる地域間幹線系統への⾚字補
填や代替バス運⾏を⾏う場合、各市町村の費⽤負
担の決定が難しいケースが多くみられます。
費⽤負担の考え⽅は、路線延⻑や実⾞⾛⾏距離の
⽐率による配分が代表的ですが、ＯＤ調査に基づ
き利⽤者数で配分する⽅法なども考えられます。
路線の維持によって、沿線市町村が受けるメリッ
トを考慮し、費⽤分担の⽅法について関係者同⼠
が納得できるようなルールを作りましょう。

補助基準を満たさなくなった後に代替交通の検討
を開始すると、時間が⾜りず関係者間の費⽤負担
の調整や代替⼿段の検討が⼗分にできません。

「地域間幹線系統分析シート｣では、特に補助要件
に関係する｢輸送量｣｢運⾏回数｣｢平均乗⾞密度｣の
過去５年間の推移を整理できます。これらの推移
を把握することで、補助基準を満たさなくなる前
から対応策の検討を始めましょう。

各種ツールを活用した
活性化の取組の実施

バス路線維持の議論は日頃から！バス路線維持の議論は日頃から！

「地域間幹線系統分析シート」の
活用による運営状況の共有

モニタリングによる
早めの検討開始関係者間の費用負担の調整

「地域間幹線系統」のために
県・市町村ができること

地域間幹線系統は沿線市町村にとって⼤切な存在であるにも関わらず、主に国・県の補助とバス事業者の負担で維
持されており、市町村で利⽤状況等が把握されておらず、バス事業者から廃⽌申出を受けてから対応を迫られるこ
とが珍しくありません。このような状況を防ぐため、⽇頃から県と市町村が協⼒して以下のような対策を講じてい
くことが⼤切です。
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[ 記載項目 ]
 系統の概要
 地域幹線系統補助に係る指標
 当該系統の必要性
 接続する地域内フィーダー
 今後の取組予定

様式のダウンロードはこちら

費用負担の考え方（例） 具体的な検討は協議会で

県が設置する
地域協議会やその分科会

市町村の
地域公共交通会議
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